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若者居場所サポーター養成講座 居場所のチカラ
～若者と地域がともに活きる場～

しばた社協だよりは、ボランティアグループ「むぎの会」により音声訳されています

No.351
平成27年11月16日ボランティアだより

＊問い合わせ先（土･日･祝日を除く）＊

新発田市社会福祉協議会社会福祉
法　　人

〒957-0054
新発田市本町4-16-83
TEL 23－1000
FAX 26－3300

（ボランティアセンター内）
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　10月17日（土）新発田市生涯学習センターにて若者就労支援サポート促進講演会を開催しました。長年、生
きづらさを抱えた若者を積極的に雇用し、社会に出る機会を与える支援を行っている株式会社安田組会長安田
光一氏をお招きし「『働く』ことの素晴らしさ―自分の居場所を求めて―」と題してご講演いただきました。
　安田会長の自らの体験に基づく想い、雇用する喜びや苦悩など飾らない語り口でお話しいただき、会場にお
集まりいただいた多くの方々は深くうなずき共感された様子でした。
　講演後のシンポジウムでは、支援機関の取り組みの説明で理解を深め、忌憚ない意見で討論が進みました。
　今後も、ご登壇いただいた関係機関や地域の皆様と連携し、若者交流会、親サロンなどの『居場所づくり』
に取り組んでいきます。

《若者交流会》
○毎　月　第３金曜

13：30～15：30

《親サロン》
○奇数月　第３金曜日

19：00～20：30

会場：ボランティアセンター

若者就労支援
サポート促進講演会
を開催しました

ご参加ありがとうございました ◇問い合わせ◇　新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　ＴＥＬ ２３－１０００

　新発田市社会福祉協議会の登録除雪ボランティア「雪のけ隊」として、自力で除雪が困難な高齢者や
障がい者のお宅の除雪を行うボランティアを募集しています。
　元気な方であれば、老若男女問わず登録可能です。

活動内容
玄関先から生活道路までの生活の必要最低限の除雪
※�ボランティア活動保険に加入いたします。また、除雪用具も貸し出し
ますので、活動可能な方はお気軽にお問い合わせください。

除雪活動までの流れ
除雪ボランティアの登録（登録カードをご記入いただきます）
　　 ↓
活動依頼（事務局で把握しているニーズを紹介）
　　 ↓
除雪活動（現地での活動開始。現地集合・現地解散）
　　 ↓
除雪活動の報告（活動が終了した時点で、事務局へ連絡を入れる）

　あなたにとって「居場所」とは何ですか？　あなたが必要だと思う「居場所」は何ですか？
　便利で快適な生活と引き換えに、生きづらさを抱える若者を取り巻く環境は厳しさを増すばかりです。
その背景の一つとして、労働環境や家族構造の変化などによって、日常生活や友達とのコミュニケーショ
ンに困っている若者、社会参加する機会や環境が整っていない若者など、将
来に希望を見出せない状況があります。
　若者は家族だけではなく、様々な地域の人たちとのつながりの中で暮らし
ています。生きづらさを抱える若者の心に寄り添う大切さを学び、ともに活
躍できる居場所づくりを目指して、みなさんと一緒に考えてみませんか？

日　時：平成27年12月13日（日）10:00～12:00
会　場：新発田市ボランティアセンター　
定　員：２0名
対　象：�若者支援に関心がある人で、講座終了後、

社会福祉協議会の居場所づくり事業にボラ
ンティアとして協力できる人

李  在檍 氏

 講師プロフィール 
　新潟青陵大学福祉心理学部社会福祉学科
准教授。居場所づくり、支え合い、助け合
いをキーワードに長年、地域支え合いの拠
点づくりに関する研究に取り組んでいる。

時 間 内　　　容
10:00 開会＆オリエンテーション
10:05 勉強会「若者の笑顔が広がる地域づくり

　　　　～居場所が秘める可能性～」
 新潟青陵大学 准教授　李 在檍　氏

11:00 グループワーク「理想の若者の秘密基地つくろう♪」
12:00 閉会

除雪ボランティア活動者募集！

秘密基地の作り方

No.323
平成27年11月16日

「社協」は、社会福祉協議会の略称です

編集・発行　新発田市社会福祉協議会　新発田市本町4-16-83　TEL 23-1000(代表)

社協ホームページ（PC版）が　
ご覧になれます

▲

新発田社協のホームページ　http://www.shibata-shakyo.or.jp



　ボランティアさんが調理する栄養バランスのとれたお弁当を配達し、安否確認も
行っています。

【対象者】（１）70歳以上の介護認定を受けていない方で、次に該当する方
	 　　　①一人暮らし高齢者　②給食が特に必要と認められる病弱な高齢者世帯
	 （２）給食が特に必要と認められる身体に障がいのある方

【負担金】	１食あたり300円

【配達日】	～新発田・豊浦地区～　　
	 　夕食（午後３時30分～午後４時30分にお届け）
	 　毎月　第１火曜日、第２水曜日、第３木曜日、
	 　第４金曜日
	 ～紫雲寺・加治川地区～　
	 　昼食（午前11時15分～午後12時30分にお届け）
	 　月４回（毎週木曜日）

【問い合わせ・申し込み】　新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　　TEL 23－1000

給食サービスを利用しませんか？

323号 しばた社協だよりしばた社協だより 323号 23

し
ば
た
社
協
だ
よ
り
は
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』の
配
分
金
と
社
協
会
費
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

しばた社協だより

　街頭募金では、福祉団体や児童健全育成に関わる団体、自治会協力者など多くの方
からご参加いただきました。活動中に「頑張ってね！」と声をかけてくださる方、小
銭をためて募金をくださった方など、多くの方の優しさやあたたかさに触れることが
できました。協力してくださった皆さま、本当にありがとうございました。

協力団体（敬称略）

新発田たすけあい、風の子クラブ、新発田市健民少年団、日本ボーイ
スカウト新潟連盟新発田第一団、新発田市手をつなぐ育成会本人の
会「スマイル」、自立生活センター新発田、作業所あゆみ、地域活動
支援センター「ハローハロー」、フリースペースみのり、はとの会、
新発田市身体障害者団体連合会、新発田市老人クラブ連合会、新発田
青少年健全育成市民会議、しばた I RO R I の会、ボランティアふるさ
と、中田町町内会、科学技術教育ネットワーク、民生委員、児童委
員、のぞみの家福祉会

街頭募金活動報告

～ お寄せいただいた募金は新発田の福祉のために使われます ～

実施場所（敬称略）

イオン新発田店、ウオロク（住吉店、東新
町店、緑店、コモ店）、ケーズデンキ新発
田店、PIO21、ホームセンタームサシ新発
田コモ店、市役所、新発田駅、
生涯学習センター
　　　　　　　 （順不同）

街頭募金合計額　366,936円
（10月１日、３日、４日、11ヵ所で実施）

赤い羽根共同募金
「地域支え合い活動支援事業」

公募型助成のご案内
目　　的
　誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせる地域
づくりを推進すること及び先駆的・開拓的な住民参
加型事業を応援することを目的に、公募型による助
成を行います。

対象団体
①�自治会、老人クラブ、ボランティア団体、NPO法
人など、地域福祉活動を行う民間の非営利団体 等
②�地区福祉活動計画策定地域 等

助成金額
①　備品整備事業　上限20万円
②　備品整備費以外の事業　上限15万円
※　総事業費の１割が自己負担となります。

赤い羽根共同募金
「福祉団体等活動助成事業」

のご案内
目　　的
　誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせる地域
づくりを推進する福祉団体等に対し、共同募金配分
金による助成金を交付することで、地域福祉活動を
推進し、活性化を図ることを目的に助成を行います。

対象団体 （自主性・非営利・公開を原則とすること）
　新発田市内で、地域住民を対象に自主的・自発的
に進める地域福祉活動を行う団体の連合会及び協議
会 等

助成金額
　団体の補助金等以外の自己資金及び構成団体数に
よって上限を設けます。
※詳しくは、お問い合わせください。

助成対象実施期間 	 平成28年4月1日（金）から平成29年3月31日（金）までに行われる事業を対象とします。

募集期間 	 平成27年11月16日（月）～平成27年12月25日（金）

問い合わせ先 	 新発田市共同募金委員会
	 〒957-0054　新発田市本町4-16-83　新発田市社会福祉協議会内
	 TEL 23-1000　FAX 26-3300

涌井　広作 東北電力労働組合新発田支部 夢づくりいたやま

新発田大手郵便局 虹の家紫雲寺 ㈲松屋茶舗

～ ご協力ありがとうございました ～

収集ボランティア活動 平成27年10月分
（順不同・氏名は敬称を省略させていただきました）

使用済切手・テレカ等カード類収集活動
全国で活動する福祉団体のための活動費となります

＊ ご寄付ありがとうございました ＊

一般財団法人  信越郵便
局長協会様より、新発田
東デイサービスセンター
に調理用ガステーブルと
電子体温計を寄贈してい
ただきました。

地域でご活用ください！

レクリエーション用具を貸出します
○貸出物品	 スカットボール２台
	 わなげ　　　　２台
	 紅白玉入れ　　１台　他多種
○利用可能な方

	 町内会、自治会、子供会
	 ボランティア団体、福祉団体等
○利用料	 無料
○申し込みについて　ご利用２か月前から申請可

○申込手続	 ①�貸出を希望する日に用具が空いて
いるかご確認下さい。

	 ②�「レクリエーション用具借用申請
書」に必要事項を記入しご提出く
ださい。

○借用期間　１週間以内
※�申請書はホームページからダウンロードできます。
　不明な点はお問合わせください。

●●● レク用具は「赤い羽根共同募金」の配分金で購入しています ●●●

①スカットボール
・男性にも大人気！

②わなげ
・みんなで競えば
　盛り上がります！

③紅白玉入れ
・本格的な玉入れが
　楽しめます


